





























































木曽川水系では、あまり報告例がなかったので、近年の大きな話題です。【写真 2 － 1】【写
真 2 － 2】




























































　神輿渡御が羽豆神社祭礼の中心です。その神輿には 1551 年（天文 20）、幡豆崎城主と本
根山城主の両陣営の寄附により、「神輿并金物修理」をしたことが記されています。ただ干
支（癸亥）が実際（辛亥）とは異なります。さらに、渡御に加わる太刀箱には 1500 年（明応 9）、













































































田市（41 輌）、常滑市（21 輌）、東海市（9 輌）、大府
市（4 輌）、知多市（4 輌）、阿久比町（8 輌）、南知多































































時 期 は 幻 で し




























































































































　本稿は、2020 年 11 月 7 日（土）第 33 回日本福祉大学知多半島総合研究所　歴史・民俗
部（テーマ「知多半島の民俗とくらし」）の報告をもとに作成しました。
